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２２
月月
1199
日日
、、
第第
２２
回回
学学
校校

評評
議議
員員
会会
をを
開開
催催
しし
たた
。。
ここ

のの
会会
のの
目目
的的
はは
、、
学学
校校
運運
営営

なな
どど
にに
つつ
いい
てて
学学
校校
外外
のの
有有

識識
者者
かか
らら
幅幅
広広
くく
意意
見見
をを
聞聞

きき
、、
本本
校校
教教
育育
のの
改改
善善
・・
充充

実実
にに
資資
すす
るる
とと
とと
もも
にに
地地
域域

やや
社社
会会
にに
開開
かか
れれ
たた
学学
校校
づづ

くく
りり
をを
一一
層層
推推
進進
しし
、、
学学
校校

がが
家家
庭庭
やや
地地
域域
とと
連連
携携
・・
協協

力力
しし
なな
がが
らら
特特
色色
ああ
るる
教教
育育

活活
動動
をを
展展
開開
すす
るる
ここ
とと
にに
ああ

るる
。。
校校
内内
見見
学学
、、
授授
業業
参参

観観
、、
各各
部部
かか
らら
学学
校校
概概
況況
のの

説説
明明
のの
後後
、、
意意
見見
交交
換換
をを
行行

っっ
たた
。。
出出
席席
者者
かか
らら｢｢

昨昨
年年

のの
授授
業業
参参
観観
とと
比比
べべ
てて
授授
業業

態態
度度
やや
校校
内内
環環
境境
がが
ずず
いい
ぶぶ

んん
改改
善善
ささ
れれ
よよ
くく
なな
っっ
てて
いい

るる
。。
先先
生生
方方
のの
地地
道道
なな
指指
導導

のの
たた
まま
もも
のの
。。
ささ
らら
にに
頑頑
張張

っっ
てて
もも
らら
いい
たた
いい｣｣

とと
おお
褒褒

めめ
のの
言言
葉葉
やや｢｢

就就
職職
対対
策策
とと

しし
てて
ルル
ーー
ルル
・・
ママ
ナナ
ーー
のの
指指

導導
もも
必必
要要
でで
ああ
るる｣｣

なな
どど
ささ

まま
ざざ
まま
なな
ごご
指指
摘摘
をを
頂頂
いい

たた
。。
竹竹
村村
校校
長長
はは｢｢

２２
回回
のの

会会
議議
でで
、、
１１
年年
間間
にに
おお
けけ
るる

新新
翔翔
高高
校校
にに
つつ
いい
てて
多多
くく
のの

意意
見見
をを
頂頂
きき
、、
今今
後後
のの
教教
育育

活活
動動
にに
生生
かか
しし
てて
いい
きき
たた

いい｣｣

とと
語語
っっ
たた
。。

新新
翔翔
高高
校校
のの
学学
校校
評評
議議
員員

はは
７７
人人
。。
氏氏
名名
はは
以以
下下
のの
通通

りり
。。
順順
不不
同同
、、
敬敬
称称
略略
。。

▽▽
川川
合合
啓啓
介介((((

株株))

川川
合合
組組))

▽▽
倉倉
橋橋
延延
行行

((

佐佐
野野
区区
長長))

▽▽
児児
島島
隆隆
也也

((((

有有))

リリ
フフ
レレ
わわ
かか
やや
まま))

▽▽
下下
津津
修修
造造

((

弁弁
当当

ぽぽ
てて
とと))

▽▽
瀬瀬
古古
正正((

新新
宮宮
信信
用用
金金
庫庫

徐徐
福福
支支
店店))

▽▽
宮宮
本本
昌昌
幸幸

((

宮宮
本本
産産
業業
株株
式式
会会
社社))

▽▽
森森
本本
祐祐
司司

((

森森
本本
薬薬
店店))
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第第１１試試合合

和和歌歌山山北北対対新新翔翔

[[２２――００]]

2255――1199 2255――1111

第第２２試試合合

粉粉河河･･和和歌歌山山対対新新翔翔

[[１１――２２]]

2255――2233 2211――2255

1188――2255
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第第１１回回戦戦

〈〈不不戦戦勝勝〉〉

第第２２回回戦戦

箕箕島島対対新新翔翔

[[２２――００]]

2255――９９ 2255――1144

結結果果……二二回回戦戦敗敗退退

ベベスストト1166

２２
月月
８８
日日
、、
新新
宮宮
警警
察察
署署

交交
通通
課課
長長
のの��

地地
俊俊
規規
氏氏
をを

講講
師師
にに
招招
きき
、、
キキ
ャャ
リリ
アア
実実

習習
室室
にに
てて｢｢

交交
通通
安安
全全
講講
話話｣｣

がが
行行
わわ
れれ
たた
。。
６６
月月
にに
もも
全全

校校
生生
徒徒
をを
対対
象象
にに｢｢

交交
通通
安安

全全
講講
話話｣｣

がが
行行
わわ
れれ
てて
おお
りり
、、

今今
回回
はは
卒卒
業業
をを
控控
ええ
たた
３３
年年

生生
をを
対対
象象
にに
交交
通通
安安
全全
へへ
のの

意意
識識
をを
高高
めめ
るる
たた
めめ
にに
おお
話話

をを
伺伺
っっ
たた
。。
講講
話話
でで
はは
昨昨
年年

のの
全全
国国
のの
交交
通通
事事
故故
にに
よよ
るる

死死
者者
がが
４４
４４
１１
１１
人人
にに
もも
上上

りり
、、
そそ
のの
うう
ちち
和和
歌歌
山山
県県
下下

でで
5500
人人
がが
亡亡
くく
なな
っっ
たた
ここ
とと

にに
触触
れれ
、、
そそ
のの
遺遺
族族
のの
苦苦
しし

みみ
、、
悲悲
しし
みみ
はは
一一
生生
埋埋
めめ
るる

ここ
とと
はは
でで
きき
なな
いい
ここ
とと
、、
ちち

ょょ
っっ
とと
しし
たた
不不
注注
意意
がが
人人
のの

命命
をを
奪奪
うう
ここ
とと
、、
車車
はは
便便
利利

なな
反反
面面
、、
一一
歩歩
間間
違違
ええ
ばば
凶凶

器器
にに
もも
なな
るる
ここ
とと
をを
話話
しし
てて

いい
たた
だだ
いい
たた
。。
まま
たた
、、
交交
通通

事事
故故
のの
発発
生生
原原
因因
のの
多多
くく
がが

歩歩
行行
者者
、、
自自
転転
車車
、、
自自
動動
車車
、、

いい
ずず
れれ
のの
場場
合合
もも
安安
全全
確確
認認

をを
怠怠
るる
ここ
とと
でで
ああ
るる
たた
めめ
、、

まま
ずず
周周
囲囲
をを
よよ
くく
見見
るる
ここ
とと
、、

そそ
のの
上上
でで
正正
しし
いい
判判
断断
がが
でで

きき
るる
ここ
とと
がが
大大
切切
でで
ああ
るる
とと

説説
明明
しし
てて
いい
たた
だだ
いい
たた
。。
他他

にに
もも
時時
速速
がが
4400
㌔㌔
のの
自自
動動
車車

がが
１１
秒秒
間間
にに
進進
むむ
距距
離離
はは
1111

㍍㍍
でで
ああ
るる
たた
めめ
、、
わわ
きき
見見
やや

考考
ええ
事事
をを
しし
てて
いい
るる
とと
交交
通通

事事
故故
にに
遭遭
うう
可可
能能
性性
がが
ああ
るる

ここ
とと
やや
、、
見見
通通
しし
のの
悪悪
いい
交交

差差
点点
でで
のの
事事
故故
なな
どど
、、
ささ
まま

ざざ
まま
なな
事事
故故
のの
事事
例例
をを
挙挙
げげ
、、

交交
通通
事事
故故
をを
防防
ぐぐ
たた
めめ
にに
意意

識識
すす
るる
ここ
とと
をを
教教
ええ
てて
いい
たた

だだ
いい
たた
。。
最最
後後
にに
、、
交交
通通
事事

故故
でで
大大
学学
生生
のの
息息
子子
をを
失失
っっ

たた
母母
親親
のの
手手
記記
がが
紹紹
介介
ささ
れれ
、、

そそ
のの
手手
記記
かか
らら
交交
通通
安安
全全
、、

命命
のの
大大
切切
ささ
、、
ルル
ーー
ルル
とと
はは

何何
かか
、、
幸幸
せせ
とと
はは
何何
かか
をを
生生

徒徒
にに
考考
ええ
ささ
せせ
るる
なな
どど
、、
交交

通通
安安
全全
へへ
のの
意意
識識
をを
高高
めめ
るる

よよ
いい
機機
会会
とと
なな
っっ
たた
。。

庁庁
舎舎
内内
のの
見見
学学
、、
消消
防防
車車
両両

のの
説説
明明
、、
礼礼
式式
訓訓
練練
、、
ロロ
ーー

ププ
結結
索索
、、
ホホ
ーー
スス
延延
長長
のの
訓訓

練練
、、
心心
肺肺
蘇蘇
生生
法法
やや
ＡＡ
ＥＥ
ＤＤ

((

自自
動動
体体
外外
式式
除除
細細
動動
器器))

のの
取取
りり
扱扱
いい
訓訓
練練
、、
熊熊
野野
速速

玉玉
大大
社社
でで
のの
文文
化化
財財
消消
火火
訓訓

練練
のの
見見
学学
なな
どど
、、
日日
ごご
ろろ
のの

授授
業業
でで
はは
経経
験験
でで
きき
なな
いい
貴貴

重重
なな
体体
験験
をを
ささ
せせ
てて
もも
らら
っっ

たた
。。
５５
人人
のの
うう
ちち
のの
１１
人人
はは

｢｢

５５
人人
全全
員員
がが
消消
防防
士士
にに
なな

りり
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

ここ
のの
イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
でで

のの
経経
験験
がが
将将
来来
役役
にに
立立
つつ
よよ

うう
頑頑
張張
りり
まま
すす｣｣

とと
意意
気気
込込

みみ
をを
聞聞
かか
せせ
てて
くく
れれ
たた
。。

イイ
ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ
にに
つつ

いい
てて
はは
、、
１１
年年
生生｢｢

産産
業業
社社

会会
とと
人人
間間｣｣

のの
授授
業業
のの
一一
環環

とと
しし
てて
、、
総総
合合
学学
科科
とと
なな
っっ

たた
平平
成成
1199
年年
かか
らら
１１
月月
末末
にに

毎毎
年年
行行
わわ
れれ
てて
おお
りり
、、
校校
外外

のの
ささ
まま
ざざ
まま
なな
職職
場場
でで
のの
就就

業業
体体
験験
をを
通通
しし
てて
、、
学学
校校
でで

習習
得得
しし
たた
基基
本本
的的
知知
識識
やや
技技

術術
のの
成成
果果
をを
確確
認認
しし
、、
仕仕
事事

でで
必必
要要
なな
忍忍
耐耐
力力
やや
集集
中中
力力
、、

責責
任任
感感
やや
人人
間間
関関
係係
のの
大大
切切

ささ
をを
学学
ぶぶ
ここ
とと
をを
目目
的的
とと
しし

てて
いい
るる
。。

今今
回回
はは
、、
新新
宮宮
市市
、、
那那
智智

勝勝
浦浦
町町
、、
太太
地地
町町
、、
三三
重重
県県

紀紀
宝宝
町町
のの
6600
事事
業業
所所((

消消
防防

署署
、、
病病
院院
、、
保保
育育
園園
、、
幼幼
稚稚

園園
、、
福福
祉祉
施施
設設
、、
美美
容容
室室
、、

洋洋
菓菓
子子
店店
、、
ホホ
テテ
ルル
、、
自自
動動

車車
販販
売売
店店
、、
スス
ーー
パパ
ーー
ママ
ーー

ケケ
ッッ
トト
、、
飲飲
食食
店店
、、
衣衣
料料
品品

店店
なな
どど))

のの
全全
面面
的的
なな
協協
力力

をを
得得
てて
、、
働働
くく
ここ
とと
のの
尊尊
ささ
、、

社社
会会
人人
とと
しし
てて
のの
ルル
ーー
ルル
・・

ママ
ナナ
ーー
・・
常常
識識
、、
仕仕
事事
へへ
のの

興興
味味
なな
どど
をを
身身
にに
付付
けけ
るる
ここ

とと
がが
でで
きき
るる
絶絶
好好
のの
機機
会会
とと

なな
っっ
たた
。。

ここ
のの
うう
ちち
、、
男男
子子
５５
人人
がが

就就
業業
体体
験験
をを
しし
たた
新新
宮宮
市市
消消

防防
署署
でで
はは
、、
東東
日日
本本
大大
震震
災災

のの
ＤＤ
ＶＶ
ＤＤ
をを
鑑鑑
賞賞
しし
地地
震震
にに

対対
すす
るる
知知
識識
をを
学学
んん
だだ
りり
、、

１１
年年
生生
全全
員員
がが
、、
１１
月月
2233

日日
〜〜
2255
日日
のの
３３
日日
間間
、、
地地
元元

事事
業業
所所
のの
協協
力力
をを
得得
てて
、、
イイ

ンン
タタ
ーー
ンン
シシ
ッッ
ププ((

就就
業業
体体

験験))

をを
行行
っっ
たた
。。
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４４
月月
かか
らら
新新
翔翔
高高
校校
のの
保保

健健
室室
でで
勤勤
めめ
ささ
せせ
てて
いい
たた
だだ

いい
てて
いい
まま
すす
、、
養養
護護
教教
諭諭
のの

田田
尻尻
智智
子子

((

たた
じじ
りり
とと
もも

ここ))

でで
すす
。。

悩悩
めめ
るる
高高
校校
生生
のの
皆皆
ささ
んん

にに
伝伝
ええ
たた
いい
ここ
とと
をを
書書
かか
せせ

てて
いい
たた
だだ
きき
まま
すす
。。
高高
校校
生生

のの
皆皆
ささ
んん
はは
、、
子子
どど
もも
かか
らら

大大
人人
へへ
とと
成成
長長
しし
てて
いい
くく
過過

渡渡
期期
にに
ああ
りり
まま
すす
。。
体体
もも
変変

化化
しし
、、
心心
もも
揺揺
れれ
動動
きき
まま

すす
。。
将将
来来
、、
どど
のの
よよ
うう
なな
道道

にに
進進
むむ
のの
かか
決決
断断
をを
迫迫
らら

れれ
、、
いい
ろろ
いい
ろろ
なな
悩悩
みみ
をを
抱抱

ええ
まま
すす
。。
私私
もも
高高
校校
生生
のの
時時

はは｢｢

自自
分分
はは
何何
のの
たた
めめ
にに
生生

きき
てて
いい
るる
んん
だだ
ろろ
うう｣｣

なな
どど

とと
、、
悩悩
んん
でで
しし
まま
うう
よよ
うう
なな

生生
徒徒
でで
しし
たた
。。
自自
分分
のの
子子
どど

もも
がが
生生
まま
れれ
てて
、、
よよ
うう
やや
くく

そそ
うう
いい
うう
悩悩
みみ
かか
らら
解解
放放
ささ

れれ
まま
しし
たた
。。
小小
ささ
いい
命命
はは
、、

たた
だだ
そそ
ここ
にに
存存
在在
すす
るる
だだ
けけ

でで
、、
周周
りり
のの
人人
にに
大大
きき
なな
力力

をを
与与
ええ
てて
くく
れれ
まま
すす
。。

人人
はは
人人
とと
のの
関関
わわ
りり
のの
中中

でで
、、
力力
をを
もも
らら
いい
成成
長長
しし
てて

いい
きき
まま
すす
。。
しし
かか
しし
まま
たた
、、

人人
間間
関関
係係
にに
おお
いい
てて
傷傷
つつ
いい

たた
りり
しし
んん
どど
くく
なな
っっ
たた
りり
しし

てて
、、
悩悩
むむ
ここ
とと
もも
多多
くく
ああ
りり

まま
すす
。。
人人
とと
のの
付付
きき
合合
いい
方方

にに
悩悩
んん
だだ
時時
、、
思思
いい
出出
すす
のの

はは
金金
子子
みみ
すす
ゞゞ
のの『『

ここ
だだ
まま

でで
しし
ょょ
うう
かか』』

とと
いい
うう
詩詩
でで

すす
。。｢｢

遊遊
ぼぼ
うう｣｣

っっ
てて
いい
うう
とと

｢｢

遊遊
ぼぼ
うう｣｣

っっ
てて
いい
うう
。。｢｢

ばば

かか｣｣

っっ
てて
いい
うう
とと｢｢

ばば
かか｣｣

っっ
てて
いい
うう
。。｢｢

もも
うう
遊遊
ばば
なな

いい｣｣

っっ
てて
いい
うう
とと｢｢

遊遊
ばば
なな

いい｣｣

っっ
てて
いい
うう
。。
そそ
うう
しし

てて
、、
ああ
とと
でで
ささ
みみ
しし
くく
なな
っっ

てて
、、｢｢

ごご
めめ
んん
ねね｣｣

っっ
てて
いい

うう
とと｢｢

ごご
めめ
んん
ねね｣｣

っっ
てて
いい

うう
。。
ここ
だだ
まま
でで
しし
ょょ
うう
かか
、、

いい
いい
ええ
誰誰
でで
もも
。。

自自
分分
のの
態態
度度
がが
相相
手手
にに
伝伝

わわ
りり
、、
ここ
だだ
まま
のの
よよ
うう
にに
自自

分分
にに
返返
っっ
てて
きき
まま
すす
。。
周周
りり

とと
のの
関関
係係
がが
うう
まま
くく
いい
かか
なな

いい
時時
、、
自自
分分
をを
振振
りり
返返
っっ
てて

みみ
てて
くく
だだ
ささ
いい
。。
やや
ささ
しし
いい

ここ
だだ
まま
がが
ああ
なな
たた
にに
返返
っっ
てて

きき
まま
すす
よよ
うう
にに
。。
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新新
翔翔
高高
校校
卓卓
球球
部部
でで

すす
。。
わわ
れれ
わわ
れれ
はは
現現
在在
男男

子子
部部
員員
４４
人人
、、
女女
子子
部部
員員

１１
人人
のの
計計
５５
人人
でで
活活
動動
をを

行行
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
人人
数数
はは

少少
なな
いい
のの
でで
すす
がが
、、
部部
員員

全全
員員
のの
卓卓
球球
にに
対対
すす
るる
意意

識識
はは
高高
くく
、、
日日
々々
向向
上上
のの

精精
神神
をを
持持
ちち
練練
習習
にに
励励
んん

でで
いい
まま
すす
。。
練練
習習
時時
間間
はは

平平
日日
でで
２２
時時
間間
半半
、、
週週
末末

でで
平平
均均
３３
時時
間間
半半
とと
なな
っっ

てて
いい
まま
すす
。。
大大
会会
でで
のの
勝勝

利利
をを
目目
指指
しし
、、
練練
習習
はは

日日
々々
ヒヒ
ーー
トト
アア
ッッ
ププ
しし
てて

いい
まま
すす
。。
なな
んん
とと
かか
一一
つつ

でで
もも
多多
くく
勝勝
ちち
たた
いい
とと
願願

っっ
てて
いい
まま
すす
。。

本本
校校
のの
卓卓
球球
部部
はは
新新
宮宮

商商
業業
高高
校校
時時
代代
にに
はは
イイ
ンン

タタ
ーー
ハハ
イイ
出出
場場
もも
果果
たた
しし

たた
ここ
とと
のの
ああ
るる
伝伝
統統
ああ
るる

クク
ララ
ブブ
でで
すす
。。
わわ
れれ
わわ
れれ

もも
そそ
のの
よよ
うう
なな
素素
晴晴
らら
しし

いい
先先
輩輩
方方
にに
少少
しし
でで
もも
近近

づづ
きき
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
まま

すす
。。
本本
校校
をを
卒卒
業業
ささ
れれ
たた

卓卓
球球
部部
のの
先先
輩輩
方方
、、
まま
たた

ごご
指指
導導
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい

いい
たた
しし
まま
すす
。。
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１１
月月
2266
日日
にに
那那
智智
勝勝
浦浦
町町
のの

勝勝
浦浦
漁漁
業業
協協
同同
組組
合合
魚魚
市市
場場
でで

行行
わわ
れれ
たた｢｢

第第
1199
回回
まま
ぐぐ
ろろ
祭祭

りり｣｣

にに
２２
年年
生生
地地
域域
文文
化化
系系
列列

1100
人人
とと
家家
庭庭
クク
ララ
ブブ
のの
生生
徒徒
がが

参参
加加
しし
たた
。。

那那
智智
勝勝
浦浦
町町
はは
生生
ママ
ググ
ロロ
のの

水水
揚揚
げげ
量量
日日
本本
一一
でで
、、
旬旬
のの
ママ

ググ
ロロ
のの
おお
いい
しし
ささ
をを
全全
国国
にに
広広

めめ
るる
のの
がが
目目
的的
でで
ああ
るる
。。
まま
ぐぐ

ろろ
祭祭
りり
でで
はは
、、
新新
鮮鮮
なな
キキ
ハハ
ダダ
、、

メメ
ババ
チチ
、、
ビビ
ンン
チチ
ョョ
ウウ
なな
どど
のの

ママ
ググ
ロロ
のの
一一
頭頭
造造
りり
でで
盛盛
りり
上上

がが
りり
、、｢｢

まま
ぐぐ
ろろ
汁汁｣｣

やや

｢｢

まま

ぐぐ
ろろ
のの
カカ
ブブ
トト
焼焼
きき｣｣

なな
どど
がが

無無
料料
でで
振振
るる
舞舞
わわ
れれ
たた
。。

参参
加加
しし
たた
生生
徒徒
はは
、、
オオ
ーー
ププ

ニニ
ンン
ググ
イイ
ベベ
ンン
トト
かか
らら『『

めめ
はは

りり
音音
頭頭』』

をを
地地
域域
のの
方方
々々
やや
外外

国国
かか
らら
のの
観観
光光
客客
とと
一一
緒緒
にに
楽楽

しし
くく
踊踊
っっ
たた
。。
今今
年年
はは
、、
那那
智智

勝勝
浦浦
町町
とと
友友
好好
提提
携携
をを
結結
んん
でで

いい
るる
岐岐
阜阜
県県
谷谷
汲汲
よよ
りり『『

谷谷
汲汲

踊踊』』

がが
参参
加加
しし
、、
会会
場場
をを
盛盛
りり

上上
げげ
たた
。。
そそ
のの
後後
はは
、、
ママ
ググ
ロロ

のの
振振
るる
舞舞
いい
やや
南南
紀紀
勝勝
浦浦
温温
泉泉

旅旅
館館
組組
合合
のの
抽抽
選選
会会
のの
手手
伝伝
いい
、、

会会
場場
にに
来来
てて
いい
るる
子子
どど
もも
たた
ちち

へへ
おお
菓菓
子子
のの
ププ
レレ
ゼゼ
ンン
トト
なな
どど

をを
行行
っっ
たた
。。
まま
たた
、、
家家
庭庭
クク
ララ

ブブ
のの
ブブ
ーー
スス
でで
はは｢｢

まま
ぐぐ
ろろ
竜竜

田田
揚揚
げげ
ララ
ーー
メメ
ンン｣｣

がが
振振
るる
舞舞

わわ
れれ
、、
多多
くく
のの
観観
光光
客客
かか
らら
絶絶

賛賛
のの
評評
価価
をを
頂頂
いい
たた
。。

参参
加加
しし
たた
生生
徒徒
はは
、、｢｢

生生
ママ

ググ
ロロ
日日
本本
一一
のの
勝勝
浦浦
にに
全全
国国
かか

らら
たた
くく
ささ
んん
のの
観観
光光
客客
がが
来来
てて

いい
るる
ここ
とと
にに
驚驚
いい
たた
。。
地地
域域
のの

活活
動動
をを
超超
ええ
てて
外外
国国
のの
方方
々々
とと

交交
流流
でで
きき
たた
ここ
とと
がが
うう
れれ
しし
かか

っっ
たた｣｣

とと
話話
しし
、、
大大
変変
有有
意意
義義

なな
学学
びび
のの
場場
にに
なな
っっ
たた
よよ
うう
だだ
。。

#
$
�
�
%
&
'
(
)

*
+
,
#
-
.
/
0
1
2
3

�
	

��

�

�



�
�
�

�
�

�
�
�

�
�
�

�
�

�
�
�

���������������������			

4
5
6
7
8
9
:
;
#
<
=

���

今今
年年
度度
のの
修修
学学
旅旅
行行
はは
、、
長長
野野
県県
・・
志志
賀賀

高高
原原
でで
のの
スス
キキ
ーー
・・
スス
ノノ
ーー
ボボ
ーー
ドド
体体
験験
学学

習習
でで
、、
１１
月月
2222
日日
かか
らら
2255
日日
まま
でで
のの
３３
泊泊
４４

日日
でで
行行
わわ
れれ
、、
２２
年年
生生
１１
４４
４４
人人
がが
参参
加加
しし

たた
。。
2222
日日
朝朝
８８
時時
にに
学学
校校
をを
出出
発発
しし
、、
夕夕
方方

にに
はは
宿宿
泊泊
先先
のの
ホホ
テテ
ルル
にに
到到
着着
しし
たた
。。
旅旅
行行

２２
日日
目目
のの
体体
験験
学学
習習
初初
日日
にに
はは
開開
校校
式式
がが
行行

わわ
れれ
、、
旅旅
行行
委委
員員
長長
のの
山山
路路
君君
がが
ああ
いい
ささ
つつ

しし
、、
講講
習習
がが
始始
まま
っっ
たた
。。
生生
徒徒
たた
ちち
はは
、、
事事

前前
にに
希希
望望
しし
たた
班班((

計計
1144
班班))

にに
分分
かか
れれ
、、

現現
地地
のの
スス
キキ
ーー
学学
校校
のの
イイ
ンン
スス
トト
ララ
クク
タタ
ーー

にに
指指
導導
しし
てて
いい
たた
だだ
きき
なな
がが
らら
スス
キキ
ーー
・・
スス

ノノ
ーー
ボボ
ーー
ドド
をを
体体
験験
しし
たた
。。
初初
日日
はは
スス

キキ
ーー
・・
スス
ノノ
ーー
ボボ
ーー
ドド
にに
慣慣
れれ
なな
いい
ここ
とと
かか

らら
、、
悪悪
戦戦
苦苦
闘闘
しし
てて
いい
るる
生生
徒徒
もも
いい
たた
がが
、、

２２
日日
目目
にに
なな
るる
とと
、、
ああ
るる
程程
度度
思思
いい
通通
りり
にに

滑滑
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
生生
徒徒
がが
多多
くく
なな
りり
、、
楽楽

しし
いい
講講
習習
にに
なな
っっ
たた
。。
2244
日日
午午
後後
にに
はは
閉閉
校校

式式
がが
行行
わわ
れれ
、、
副副
委委
員員
長長
のの
二二
村村
ささ
んん
がが
ああ

いい
ささ
つつ
しし
、、
２２
日日
間間
のの
講講
習習
をを
終終
了了
しし
たた
。。

講講
習習
をを
行行
っっ
たた
両両
日日
とと
もも
快快
晴晴
にに
恵恵
まま
れれ
、、

紀紀
南南
地地
方方
でで
はは
見見
るる
ここ
とと
のの
でで
きき
なな
いい
白白
銀銀

のの
世世
界界
でで
スス
キキ
ーー･･
スス
ノノ
ーー
ボボ
ーー
ドド
をを
体体
験験

すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
たた
。。
まま
たた
、、
スス
キキ
ーー
をを
しし

なな
いい
生生
徒徒
はは
、、
講講
習習
のの
時時
間間
にに
そそ
ばば
打打
ちち
体体

験験
やや
善善
光光
寺寺
参参
拝拝
、、
アア
ッッ
ププ
ルル
パパ
イイ
作作
りり
やや

温温
泉泉
街街
散散
策策
をを
行行
っっ
たた
。。


